研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　通所リハビリテーショングループ　　職　種　作業療法士　　　氏　名　石渡　歩美

	期　　間　　平成　28　年　11　月　16　日　

	出張目的　　精神科に関する発表や講演を聴講し、ケアの技術を高めるため。

	出 張 先　　仙台国際センター

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


全体の考察
今回、日本精神科医学会主催の第5回日本精神科医学会学術大会に参加させていただく機会を頂いた。本研修は、日本全国の精神科病院、施設での取り組みについて発表や講演を行うものであり、自身のケア技術の向上や、知識を現場で反映するために必要となる研修である。

自身はデイナイトケアでの取り組みについて発表をする機会をいただき、発表を通し多職種での連携した関わりが大切であると、改めて感じさせられた。
講演ではさまざまな疾患、施設での取り組みについて拝見したが、中でも発達障害とアール・ブリュットについて関心が高かった。自身の内側から湧き上がる衝動を表現した作品を指す言葉であるが、障害により言葉を介した関わりを不得意とする作者の感じたものを、作品にすることでたくさんの人にメッセージを伝えている。当施設でも作品作りに対し、やりがいや楽しみを感じ自己表現をする機会としている利用者が存在する。法人敷地内には過去の作業療法で作成した像や、美術館もありアール・ブリュットに関連した取り組みが出来るのではないかと感じた。

　各施設の発表の中では、精神科デイケアにおける脳トレについて、知的障害を併せ持つ精神障害者への集団アプローチについてなどから当施設でのプログラムに反映させることが出来る余地を感じた。
　精神科デイケアでの脳トレは、脳トレのメリットを繰り返し対象者に説明することで、計算問題や漢字の書き取りなど対象者が面倒だと感じるプログラムのイメージを良いものに印象付けることが出来ている。当施設でもグループワークの際に、計算問題や漢字の書き取りを行なっているが対象者から難しい、やりたくないといった否定的な声もきかれている。メリットについて説明することで、対象者がプログラムから受ける印象も変わるのではないかと考えた。知的障害を併せ持つ精神障害への集団アプローチからは、対象者の緊張感を和らげる取り組みから、地域でのイベントに参加するまでを紹介しており感銘を受けた。当施設でも知的障害を併せ持つ対象者は少なくない。緊張感の緩和は対象者と関わる上でも重要であり、今後の自身の関わりに活かしたいと感じた。
　全国の精神科病院・施設での取り組みについて学ぶきっかけを得られた今回の研修は、とても貴重な体験であった。今後、治療を行う上で今回の経験を活かせるよう尽力したい。
演題：「音読や計算で意欲が上がる！？～精神科デイケアにおける脳トレの可能性～」
演者：滋賀県　一般社団法人　水口病院デイケア科　田村　愛実

【考察】

現在様々な施設で認知機能を高める訓練（以下脳トレ）が実施されており、意欲や活動性の向上へ効果が高いと言われている。それを踏まえ、デイケアで各プログラムへの参加に消極的な対象者に脳トレを実施、その後の参加意欲の変化について紹介されている。対象者は19名の利用者で、脳トレの内容は音読、漢字の書き取り、合唱、計算問題、体操と多様である。脳トレを実施し1ヶ月後の評価ではかな拾いテスト、うつ性自己評価尺度では大きな変化が見られなかったものの、日本版前頭葉性行動質問紙では「友達付き合いに無関心」「易怒的になる」の二項目で改善がみられ、対象者からは集中できたなどの感想がきかれている。上記施設では計算問題や漢字の書き取りなど、対象者から難しいと声が上がる脳トレに対し、脳トレのメリットを繰り返し伝えたことで開始時よりも参観者が増えたと話している。評価項目では脳トレ実施前との明らかな有意差が見受けられなかったが、参加人数が増加したことや、感想で前向きな意見がきかれていることなど、対象者の意識の変化が生じている。
当院のデイケアで実施しているプログラムの内容について、利用者より「漢字はやりたくない」「計算が難しい」といった感想が聞かれており、意欲の低さが窺える。普段の会話の中でも休日を自宅で過ごし、友達付き合いが希薄な利用者もおり活動性の低さも窺える。利用者の意欲を高める取り組みとして脳トレを本格的に実施することや、プログラムのメリットを改めて伝えることが必要だと感じた。また、合唱や音読など今まで取り組んでいなかった内容を実施することで、プログラムの単調さを解消できるのではないかと考えた。今後プログラムを考案する際に、参考にしていきたい。

【要旨】

○目的

・認知機能を高めるといわれている脳トレについて。

　－意欲や活動性の向上に効果的といわれている。

　　プログラムへの参加意欲の低い対象者へ脳トレを実施し、意欲の向上を図

○方法

・対象者19名へ脳トレ（音読、合唱、漢字の書き取り、計算、体操）を朝のミーティング後に15分間実施。脳トレ実施前後にかな拾いテスト、うつ性自己評価尺度、日本版前頭葉性行動質問紙で評価を行い脳トレの効果を測る。

○結果

・かな拾いテスト、うつ性自己評価尺度では大きな変化がみられなかった。

・日本版前頭葉性行動質問紙では「友達付き合いに無関心」「易怒的になる」の二項目で改善がみられた。
・脳トレを10回以上実施した対象者から集中できたなどの前向きな感想がきかれた。脳トレ実施後に自らプログラムへ参加するようになった対象者がいる。　
・評価項目で有意差が見受けられなかった理由として、参加人数・実施日が少なかった点や、デイケアの利用回数の差で対象者の中に脳トレの参加回数の差が生じてしまった点を挙げている。

○今後の課題
・脳トレへの取り組みを継続して実施。
・症例数を積み重ね脳トレによる意欲と活動性の改善を図る。
演題：「知的障害を併せ持つ精神障害者への集団アプローチについて」
演者：福島県　医療法人　安積保養園　あさかホスピタルDCセンター　中村　亮

【考察】

精神科デイケア利用者の中には知的障害を併せ持つ精神障害者も存在しており、集団に溶け込めず所属感を得ることが困難で、被害的になり症状が悪化する可能性も高い。そこで知的障害を持つ対象者へ小グループのミーティングを開始し、その取り組みについて紹介している。ミーティングでは緊張感を少なく、リラックスできる環境作りを行ったと演者は話している。スタッフからミーティングの参加を促す声掛けを行い、参加に同意を得られた対象者とミーティングを実施した。更にリラックスをできるようにコーヒーの提供を行った。開始時はそれぞれが好きな話題でコミュニケーションが成立している状態である。取り組みを継続し安定した頃には、スタッフが提供していたコーヒーを参加者が用意するようになり、役割ができた。メンバー同士の会話が増え、励まし合う様子もみられるようになった。更に日数が進むと、メンバー同士でミーティングへの参加を呼び掛け合うようになり、ミーティングの会場作りを行うようになった。地域の祭へ参加し、喫茶店や調理を行うなど開始時から大きな変化がみられるようになった。
当院のデイケア利用者の中にも、精神疾患と知的障害を併せ持つ対象者がいる。1人で行動していることや、会話時に緊張の高さがみられる。大集団の中では緊張の高さから発言が少なくなる、孤立するといった可能性もある為、小集団を作り過ごしやすくコミュニケーションをとりやすい環境を作ることが大切だと、改めて感じることができた。上記施設では地域の行事に参加しており、地域住民との関わりを持つ機会を作ることによって地域に開かれた施設になるのではないかと考えた。
【要旨】

○目的

・知的障害を併せ持つ精神障害者へのデイケア運営上の課題について

　－集団に溶け込めず所属感を得ることが困難。被害的になり症状が悪化する可能性も考えられる。

　　小グループでミーティングを開催し、メンバーでコミュニケーションを持つきっかけ作りを行った。

○ミーティングの内容

・対象者9名。スタッフ2名。
・開催日時　月・木曜日の10：00～10：30.
・場所　作業室
・それぞれに好きな話題を話してもらう。リラックスできるようコーヒーを提供する。

○経過

・第Ⅰ期（開始時）
スタッフから参加の促しを行う。同意した対象者へ毎回声掛けを実施。それぞれに好きな話題を話してもらう。

・第Ⅱ期（安定期）
　メンバーが自らミーティングへ参加をし始める。コーヒーの用意もできる範囲で行い始め、役割ができる。発言が積的になり、メンバー同士で励まし合う様子がみられる。
・第Ⅲ期（成熟期）
　メンバー同士が声を掛け合いミーティングへ参加する。会場作り・コーヒーの用意など全てメンバーが行うようになる。ミーティングの中で喫茶店や調理プログラムを行いたいと希望が出る。地域行事へ参加し喫茶店を行う。メンバーから「やればできる」というスローガンが打ち出され、症状も安定する対象者が多数となる。

○今後の課題
・集団に馴染めなかった対象者が小集団を形成することで、所属感や自身の獲得へ繋がった。
・継続参加や症状の安定という結果から、自由参加と自由テーマから安心感を提供できたためと考える。　　同レベルの仲間が参加することで劣等感が生じにくかった可能性も考えられる。

・今後もグループでの活動を継続し対象者に合ったリカバリーやステップアップを見つけていく。

演題：「レビー小体型認知症患者への多職種連携アプローチの実際と効果」
演者：福島県　医療法人慈心会　村上病院　加藤　久美

【考察】

レビー小体型認知症の患者は認知症患者の全体の2割を占めるが、疾患の特徴として幻視やパーキンソン症状が出現しやすく、認知機能の低下そのものよりも、疾患の特徴的な症状に苦慮する患者が多い。患者の自分らしい生活を支援するために多職種が連携し、ケアや対応を工夫した取り組みについて紹介している。開始時の状態として、患者が「虫が出る。怖い」と訴え、転倒リスクがあるにも関わらずベッド上から移動しようとすることを症状の問題と捉え、リスクを回避しようという計画を立案していた。しかし患者との関わりに中で本人の意向を置き去りにしていたことに気付き、多職種で連携しその患者らしい生活を過ごす事ができるようアプローチを行った。具体的には、その患者は背景が白い部分に虫の幻覚が生じるため、ベッドシーツや食器の色、ご飯の色を変え対応したことや、虫が出るといった幻覚が生じた際には一緒に虫を退治し、少量の殺虫剤を散布するなど、工夫を行った。患者より「看護婦さんが来ると虫が出にくくなる」と安心感が得られ、ベッド上からの居移動もなくなり身体拘束が解除されている。
教科書では幻覚に対し、本人には見えているということで受け入れる対応を勧めているが、スタッフが一緒に立ち向かうといった内容は記載されていない。しかし。この患者には安心感を与え生活の内容が変わる対応となっている。対象者本人の意向を大切にすることで、その後の症状の緩和へ繋がり生活の質も向上している。今回はレビー小体型認知症患者についての関わりであったが、他の認知症や精神疾患の患者をケアする上でも本人の意向を大切にすることが必要だと、改めて考えることができた。
【要旨】

○はじめに

・レビー小体型認知症について。

○目的

・現実味のある幻視にとらわれ、日常生活に支障をきたしているレビー小体型認知症の患者に、多職種で疾患の特徴に応じたケアや工夫をした結果、患者の日常生活がどのように変化をしたのか明らかにする。

○経過
・患者の自分らしい生活を支えるために、患者の世界観に添って対応を行う。

・ベッドに虫がいる。→シーツを白色から色付きのものへ変更する。
・白いご飯に虫がいる。→ご飯を色付きのものや、鮭など具が入ったものへ変更する。
・部屋に虫がいる。→スタッフが一緒に退治をする。少量の殺虫際を散布する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇓
・患者より「看護婦さんが来ると虫が出にくくなる」と安心感がきかれる。
・虫が見えなくなったことにより、ベッド上から移動し転倒するリスクが少なくなり身体拘束が解除される。
・多職種で連携したことで、スタッフのモチベーションが上がる。
○考察
・多職種で関わった今回の経験から、リスク回避や症状のコントロールという一方面からの味方にとらわれるのではなく、患者の自分らしい日常生活や本人の気持ちを大切にしなければならないことに改めて気付かされた。
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